
























Irx3 determines expression of fast and slow connexins in the ventricular 
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転写因子 Iroquois related (Irx) familyは６つの遺伝子が２つの染色体に３個ずつクラスター
を形成している。そのうち、Irx4は心室心筋特異的に発現し、ノックアウトマウスでは心筋
の増殖異常を示す。Irx5は心室筋で心内膜から心外膜に濃度勾配をもって発現しており、ノッ













まず、心臓における Irx3 の発現を胎生 12.5 日と生後 7 日の正常心臓を section in situ 
hybridization法で検討した結果、Irx3は心室内刺激伝導系で発現していることが認められた。





細胞間を連結する蛋白に Connexin (Cx)があり、蛋白の大きさで Cx30.2, Cx40, Cx43, Cx45
などがある。興味深いことに、洞房結節と房室結節には Cx45 が、心室内刺激伝導系には
Cx40が、作業心筋には Cx43が特異的に発現している。ちなみに、冠血管には Cx40が発現
している。Cx40 抗体と Cx43 抗体を用いて、野生型マウス心室とホモマウス心室の切片を
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免疫組織染色したところ、野生型マウスでは房室結節はいずれでも染まらず、His束とPurkinje





て分離した。この細胞と全心室心筋細胞から RNA を抽出し、いろいろな mRNA の発現を
半定量的 PCR で解析した。その結果、ホモマウスの伝導心筋細胞では野生型マウスからの
それと比して、Cx40発現が低下し、Cx43は逆に増加していた。Cx45は著減していた。 











で速度の速い Cx40 が減少したことは心室内伝導速度を遅くさせる可能性がある。Irx3 が


















His 束と Purkinje 線維に Cx40 が、作業心筋に Cx43 が発現したのに対し、ホモマウスでは
Cx40陽性細胞の数が減少し、刺激伝導系内での Cx43陽性細胞の異所的発現が認められた。
刺激伝導系の形成に関わることが知られている Id2, Tbx2, Tbx3の発現はホモマウスと野生
型マウスで差が無かったが、活動電位に関わる Naイオンチャネル、Kイオンチャネル、Ca
イオンチャネルについて、伝導心筋細胞で比較したところ、ホモマウス伝導心筋細胞では
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